
• 災害は、⾃然現象（⾃然要因）とそれを受け⽌める側の社会の在り⽅（社会要因）により、その被害の⼤き
さが決まると考えられており、被害を⼩さくするためには、社会要因による災害時の困難を最⼩限にする取
組が重要。

• 中でも、⼈⼝の半分は⼥性であり、⼥性と男性が災害から受ける影響の違いなどに⼗分に配慮された⼥性の
視点からの災害対応が⾏われることが、防災や減災、災害に強い社会の実現にとって必須。

• 都道府県・市町村の防災・危機管理担当部局、男⼥共同参画担当部局が、⼥性の視点からの災害対応を進め
る際に参照できるよう、基本的な考え⽅、平常時の備え、初動段階、避難⽣活、復旧・復興の各段階におい
て取り組むべき事項を⽰すもの。

災害対応⼒を強化する⼥性の視点 〜男⼥共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン〜
令和２年５⽉ 男⼥共同参画局
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1. 平常時からの男⼥共同参画の推進が防災・復興の基礎となる
2. ⼥性は防災・復興の「主体的な担い⼿」である
3. 災害から受ける影響やニーズの男⼥の違いに配慮する
4. 男⼥の⼈権を尊重して安全・安⼼を確保する
5. ⼥性の視点を⼊れて必要な⺠間との連携・協働体制を構築する
6. 男⼥共同参画担当部局・男⼥共同参画センターの役割を位置付ける
7. 要配慮者への対応においても⼥性のニーズに配慮する

災害発⽣時に現場ですぐに活⽤できる
チェックリストやポスター等を掲載
備蓄チェックシート
避難所チェックシート
応急仮設住宅・復興住宅チェックシート
男⼥別統計チェックシート
授乳アセスメントシート
避難所の⾒守り・相談ポスター
部屋札⽤ピクトグラムの例
⼥性の視点からの空間配置図の例
マイ・タイムラインの例
お役⽴ち情報⼀覧

第３部 便利帳第１部 ７つの基本⽅針



第２部 段階ごとに取り組むべき事項

 平常時の備え
・職員の体制と研修
・地⽅防災会議
・地域防災計画の作成・修正

→ 地域防災計画における男⼥共同参画部局・男⼥
共同参画 センターの役割の明記

・避難所運営マニュアルの作成・改定
・応援・受援体制（⼥性職員の積極的な受⼊れ/派遣）
・物資の備蓄・調達・配布
・⾃主防災組織
・災害に強いまちづくりへの⼥性の参画
・様々な場⾯で災害に対応する⼥性の発掘
・⼥性団体を始めとする市⺠団体等との連携
・防災知識の普及、訓練
・マイ・タイムラインの活⽤促進
・男⼥別データの収集・分析

 初動段階
・避難誘導
・災害対策本部

→  災害対策本部の下に男⼥共同参画担当部局や男⼥
共同参画センターの職員を配置することの重要性
を強調

・災害対応に携わる⼥性職員等への⽀援
・帰宅困難者への対応
・⼥性に対する暴⼒の防⽌・安全確保

 避難⽣活
・避難所の開設・運営管理
・避難所の環境整備

→ プライバシーの⼗分に確保された間仕切りなどにつ
いて写真を交えて具体的に提⽰

・要配慮者⽀援における⼥性のニーズへの対応
・在宅避難・⾞中泊避難対策
・災害関連死の予防
・物資の供給
・保健衛⽣・栄養管理
・避難所の⽣活環境の改善
・⼦供や若年⼥性への⽀援
・市町村域等を超えた避難⽣活

 復旧・復興
・復興対策本部
・復興計画の作成・改定
・住まいづくり（応急仮設住宅・復興住宅の提供と

運営）
・復興まちづくり
・保健・健康増進
・⽣活再建のための⽣業や就労の回復
・⽣活再建のための⼼のケア

（男⼥共同参画センターが⾏う相談業務の活⽤）
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チェックシートの例
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